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研究成果の概要（和文）：日本とインドネシアの過去100年余における地震、津波発生の頻度、形態、被害に関
する計量的実証分析を行なった。東日本大震災の影響と復旧・復興に関するデータを分析した。いずれも論文に
まとめ学術誌に掲載した。
また過去30数年における航空機等の事故統計データを用いて発生の頻度、形態、原因、被害等に関する計量的実
証分析を行い、事故対策の効果の検証を試み、成果は学術誌に掲載された。さらにわが国の公共輸送システムと
しての鉄道事業を対象として、その安全性を維持、拡充すべく、軌道保守計画を作成するための最適化数理モデ
ルシステムを構築し、モデルの改良と汎用化を試みた。成果は実用化され、国内外の学術誌に掲載された。

研究成果の概要（英文）： We investigated earthquake and tsunami data from various viewpoints such as
 occurrence, type and damages in the last 100 years for Japan and Indonesia. Also we investigated 
the Great East Japan Earthquake data with respect to its impacts, recovery and restoration 
processes. All these results were summarized in several papers, then published in the academic 
journals. Frequency, types, causes and damages of the airplane accidents in Japan in the last 30 
years were investigated quantitatively by applying statistical approach. These results were 
published in an academic journal. 
Railway industry, a major Japanese public transportation utility, was analyzed from several 
viewpoints such as safety, efficiency and profitability. In particular we built a mathematical 
optimization model for making a desirable track maintenance schedule, then verified their 
efficiency, profitability and effectiveness. These results were published in several academic 
international journals.

研究分野： オペレーションズ・リサーチ
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１．研究開始当初の背景 

日常的生活において、何らかの事故あるいは
各種自然災害にあう確率は増大している。交
通機関の安全性の確保は必須であり、また各
種自然災害に対する防災対策、実際に起きた
場合の減災対策を考え、レジリエントな社会
システムの構築も必要とされていた。 

 

２．研究の目的 

“事故減災危機管理”と“社会インフラ整備”
という 2 つの課題を研究対象とし、“事故減
災危機管理”では、わが国の中央あるいは地
方政府の事故減災危機管理対応策に役立て
ることを研究の目的とする。“社会インフラ
整備”ではエネルギー対策、気候温暖化対策
としての環境政策に関する実証的、定量的政
策分析に基づく、望ましい社会インフラ整備
のあり方を考えることを研究の目的とする。
これらに共通する、われわれの生活圏として
の社会システムの安全性、頑健性の定量的評
価、そしてその改善戦略を中心課題とし、事
故、災害といった予測不可能で突発的に発生
する各種事象に対しても柔軟かつ弾力的に
対応し、迅速な回復力を示すような強靭かつ
柔軟なレジリエントな社会を構築するには
どうすればよいかを考える。 

 

３．研究の方法 

本研究では、地震、津波に関する過去 100 年
余における発生頻度、形態、被害に関する計
量データを統計解析手法を用いて分析した。 
特に各種データがどのような確率分布に従
うかを分析し、パラメタの推計、評価を行な
った。また鉄道事業における軌道保守計画の
作成にあたっては、混合型整数計画法に基く
最適化モデルを構築し分析を行なった。 
 
４．研究成果 
わが国とインドネシアの地震、津波に関する
過去 100 年余における発生頻度、形態、被害
に関する計量データ分析に基いて発生構造、
被害状況を明らかにする国際比較が得られ
た。 
わが国の航空機事故データ分析によって、そ
の発生構造、被害状況を明らかにした。わが
国の重要な社会インフラとしての鉄道事業
における軌道保守計画の作成にあたっては、
混合型整数計画法に基く最適化モデルを構
築し、最適スケジュール作成システムを得、
実際のわが国のいくつかの鉄道事業におい
て実用化した。 
 
５．主な発表論文等 
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